
１． モンゴルでの日本語教育の背景および

到達点

（１）日本語教育の広がり

　モンゴルでは１９７５年に公式的に日本語教育が

始まった。モンゴル国立大学言語学部モンゴル

語学科の学生から毎年３－６名が選ばれ、選択

科目として日本語を学習していた。

　１９８０年代は、日本語を学習する人はまだまだ

少なかった。その理由の一つは日本語を学習し

ても職場がないということであったと考えられ

る。１９９０年代の民主化の影響で、国際コミュニ

ケーションを目的とした外国語能力が指摘され

るようになったため、多くの大学が日本語講座

を設定し、日本語を教え始めるようになり、次

第に日本語を学習する人が増えてきた。彼らの

学習理由の一つには、やはり日本語は難しいか

ら勉強したいということがあったという。もう

一つの理由は、当時日本語を専攻にする人が少

ない中で、他人の知らない外国語を知るという

好奇心で専攻にしたという人たちもいたといわ

れる。

　２１世紀に入り、日本語を専門・専攻として学

習する人が急速に増えてきた。日本とモンゴル

の友好関係が益々発展していることにより、日

本語を教えるのは大学ばかりでなく、中等学校、

小学校、幼稚園から教え始める所も増加し、日

本語コースが年々増えているのが現状である。

　モンゴルでは、外国語学習はその人の財産で

あり、言語能力がないということは個人として

不利であると言われる。そのため、広い教養を

身につける目的で学習する人も年々増加してい

る。

　２００７年にモンゴル日本教師会が行った日本語

教育機関調査によれば、日本語教育全機関数は

 ９０ヶ 所にわたる。その９０％が、首都ウランバト
　

ール市に位置している。日本語学習者のうち、

大学生は５４５２名、中等学校生徒５３０４名、その他

の者が１９６８名である。日本語教師数は３１７人で、

そのうち６４名は日本人教師が占めている。

　モンゴル全人口約２５０万人のうち約２００人に１

人にあたる１２７２４人が日本語を学習していると

いうことは、大変に大きな動きであり、筆者ら

日本語教師にとってはいっそう責任の重い状況

となっている。

　表１は２００３年に行われたモンゴルの日本語学
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表１　日本語を学ぶ理由（黒澤・ブレンチメグ、２００４）



習アンケート調査である。

　表から分かるように、通訳やガイドになりた

いという希望の学習者が４０％も占めている。こ

の１０数年間、モンゴルの観光産業は盛んに発展

している。国立大学や私立大学が日本語観光コ

ースを設け、大学１年生から日本語を必修科目

として教えている。経済的利益を考え、日本語

教師コースよりも観光日本語コースを選択する

学習者が多い。

（２）日本語学習者の動向

　だが日本語を学習する人が増えるにつれ、ま

た社会の変化に伴い、日本語学習者の意識にも

従来とはちがう傾向が現れ、日本語学習者の事

情は急速に変化しているのではないかと考えら

れる。そのため、最新情報を得る必要がある。

そこで、２００８年にモンゴルにおける日本語意識

調査を行った。

　調査の目的および方法と調査内容は、次の通

りである。

ａ．目的：モンゴルにおける日本語学習者の

日本語に対するイメージ及び日本語学習

における問題点を明確にし、それに対す

る教師との関わりの重要性及び学習者の

動機づけを検討する。

ｂ．対象者：モンゴルで日本語を学習してい

る２７７名の大学生

ｃ．実施時期：２００８年４月～５月

ｄ．方法：日本において学習意識に関する質

問紙調査を日本語で作成し、複数のモン

ゴル人による調整を経たモンゴル語に翻

訳した。この質問紙を用いて、日本語教

育コースをもつモンゴルの複数の大学の

協力を得て調査を実施した。

ｅ．質問内容の概要：（詳しくは末尾付録を

参照）

１）日本語学習の理由

２）現在の日本語能力

３）日本語学習歴

４）日本語の難しさ認知

５）日本語の難しい分野

６）学習したい日本語分野

７）日本語発話能力

８）漢字理解力

９）必要とする教材

１０）学習態度・希望

１１）学習への夢

１２）好きな外国語

１３）理解できる外国語

１４）学習中断思慮

１５）卒業後の学習計画

１６）日本語メール要望

１７）学習してよかったこと

１８）学習意欲

１９）試験への好悪

２０）望ましい試験頻度

２１）授業頻度

２２）好きな教員像

２３）独学方法

２４）家での学習時間

２５）学外学習の有無

２６）目標級
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（人）

合　計４年生３年生２年生１年生大　学　名

６６０２０２６２０モンゴル国立大学

６８３２２２２２１文化教育大学

７０６２０２４２０イフザサク大学

７３１３２０２０２０人文大学（外国語）

２７７２２８２９２８１合　　計

表２　調査回答者の内訳



２７）日本語への印象

　今回の２００８年調査は、上述した２００３年調査

（黒澤ほか、２００４）とは複数回答を認めるなど

質問方法が異なるので、単純な比較はできない。

しかし、通訳・ガイドなどどちらかといえば国

内で日本語を活用するという動機よりも、仕事

や学校やその他の目的も含めて、日本に渡って

日本語を使い生活を営むという理由により、学

習に望む人がまとまった数として存在するとい

うことは、いえるであろう。それよりも、日本

語自体への興味から日本語を学習したいという

学習者が増加している可能性が注目される。表

３に直接示されている３５％の回答の他に、日本

語学習のための留学や日本文化に触れるための

渡日もこうした日本語への興味から結びついて

いるならば、これは意義の深いことだと考えら

れる。

　あなたにとって一番好きな外国語は何語です

か。という回答に対して５４％を日本語が占めて

いる。

　一番好きな外国語は日本語と答えた学習者は

半数以上を占めている。つまり他の外国語と比

べても、日本語が特別に位置されていることを

示す。日本語学習の理由については、この数年

間で変化が見られ、留学のために必要と考える

人が増えている。もう一方で日本のドラマやス

ポーツ及びモンゴルでの日本語教育の普及によ

り日本語に興味を持つ学習者が増え、それと共

に日本とモンゴルの友好関係がますます発達し、

それにつれて日本語に興味を持つ人々が年々増

加していると言える。上記のデータでは、日本

語自体が好きな学習者は５４％を占めていること

は、モンゴルでの日本語学習者は日本語に対す

る好奇心、あるいは向上心であり内発的学習意

欲が強いと考えられる。一方、先生が好きです

から日本語も好きだという学習者が３１％を占め

ていることからは、日本語学習動機は人間関係

が動機になっているということがうかがえる。

外発的学習だけでなく内発的学習動機も影響し

ていることが明らかである。

（３）日本語教育の現状および研究課題

　日本語を学習する大学生は、日本語能力につ

いてある程度はできると積極的な感じをもって

おり、その程度は学年とともに向上している。

図２、図３はそれぞれ発話と聴解についての結

果が示されている。どちらも半数を超える学生
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６５（２３％）通訳になるため

３９（１４％）日本の企業で働くため

８９（３２％）日本に行くため

１０５（３８％）日本の学校に進学するため

３７（１４％）国内の日本企業で働くため

９７（３５％）日本語自体に関わる理由

２３（　８％）その他

表３　日本語を学ぶ理由（複数回答可）

図１　一番好きな外国語　

１年生 

日本語 
53％ 英語 

26％ 

フランス語 
4％ 

ロシア語 
5％ 

ドイツ語 
3％ 

中国語 
4％ 

韓国語 
5％ 

２年生 

日本語 
54％ 

英語 
17％ 

フランス語 
7％ 

ロシア語 
10％ 

ドイツ語 
3％ 

中国語 
3％ 

韓国語 
6％ 

３年生 

日本語 
50％ 

英語 
23％ 

フランス語 
9％ 

ロシア語 
11％ 

ドイツ語 
1％ 

中国語 
3％ 

韓国語 
3％ 

４年生 

日本語 
57％ 

英語 
11％ 

フランス語 
0％ 

ロシア語 
18％ 

ドイツ語 
3％ 

中国語 
0％ 韓国語 

11％ 



はある程度できると感じている。

　しかし、モンゴルにおける日本語学習者意識

調査の質問「あなたは日本語学習をやめようと

思ったことがありますか。あるとしたら、どん

な理由でそう思うようになりましたか？」とい

う質問に対し、何らかの理由でやめたいと思っ

たことがあるという回答から、１８％の学習者は

試験の難しさでやめようと思ったことがあると

いうことが分かった。

　試験の成績は良くないということは、おそら

く「勉強が分からないからである」と考えられ

る。勉強が分からないから、落ち込んだり、自

信をなくしたりそれにより学習意欲が低下する

傾向がある。勉強が分かるようになるために自

分自身がどのように学習を取り込んでいけばい

いだろうか。学習における教師依存心が強いほ

ど自ら学習しようとする学習傾向が低下し、自

分一人では学習や予習もできなくなることがあ

─ １４８ ─

図２　日本語で話すことがどのくらいできるかの回答分布（％）
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図３　聴いて理解することがどのくらいできるかの回答分布（％）
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図４　学習をやめようと思った理由
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り得る。問題の解決のために定期的に教師にア

ドバイスもらうことは学習者には欠かすことの

できない大切なことであると考えられる。

　モンゴルにおける日本語意識調査の質問「あ

なたにとって日本語は難しいですか」という質

問に対しては、大学４年生の学生の４８％が「ま

あ難しい」と回答した。

　図５から分かるように、日本語学習は学年が

上がるとともに日本語がだんだん難しくなって

くる。学年が上がるごとに学習課目も増加し宿

題及びテストも増えてくる。「日本語の何が一

番難しいですか」という質問に対し、４９％が漢

字と答えた。非漢字系のため、モンゴルの日本

語学習者にとって漢字の学習は大変難しいと言

っても過言ではないだろう。つまり日本語の学

習は漢字の学習であり、文字語彙の学習である。

日本の新聞、雑誌の９０％を漢字が占めている。

例えば日本留学試験及び日本語能力試験で、文

字語彙、読解の漢字が分からないと、合格は困

難である。学習者は漢字学習及び会話の学習を

求めていることが調査から示唆されている。ま

た漢字や会話の学習方法につき、有効な学習方

法が求められている。

２．学習者にとっての日本語学習

（１）学習者の直面する問題

　日本語の学習を開始した頃は日本語が面白く

てたまらない、幸せで一杯である。学年が上が

るほど日本語がだんだん難しくなるにしたがい、

クラスの少数の学習者が学習に追いつかない、

日本語学習に対する意欲が低下しているという

ケースも出て来るに違いないだろう。

　いきなり、日本語が嫌いになり、日本語学習

をあきらめることはあり得ない。学習が嫌いに

なるということは、あくまでも学習法及び勉強

が分からなくなり、また自分自身が学習を放棄

したため失望感が生じ、学習意欲が減退してい

ると考えられる。これに対しては学習を単なる

授業における日本語学習としてとらえるのでは

なく、日本の文化による物のみかた、感じ方、

考え方を学んでいくことができれば比較的に速

く学習意欲が沸いてくると考えられる。

　それは日本の音楽であり映画ドラマ、日本の

茶道、着物、舞踊、漫画、歌舞伎でもかまわない。

一番肝心なのは、好奇心やそれに対する深い興

味を持つことにより満足感を得られ、日本語に

も次第に興味を持つようになると言える。授業

をとるというだけの外発的動機に結びついた日

本語から、教師や関係者の工夫により、より根

源的な興味関心をもつ内発的学習動機に変化す

ることである。学習に心理的な満足を受け入れ

る場合のほうが、上達が速いと考えられる。

　日本で日本語を学習するのと比べて、外国で

日本語を学習する場合には大きな差が出てくる。

つまり日本語の環境が必要とされている。外国

で日本語を学習している学習者にとって、毎日

日本語で話すチャンスが少ない、日本語の授業

も限られているとの事情が考えられる。海外で

日本語を学習している学習者はどのように毎日

─ １４９ ─

図５　日本語は難しいか（％）
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日本語にふれることができるか、それが問題で

ある。海外で日本語を学習している学習者にと

って何よりも耳に日本語がなれてくるように、

正しく発音ができるように毎日テレビのニュー

スをみるなり、日本語の歌を聞くなり、出来る

だけそのような環境や雰囲気をつくって、直接

的に日本語を受け入れることや、翻訳にたよら

ず本文に接して理解しようと努力することによ

って、正しい読み方、聴き取り方を身につける

と考えられる。つまり出来るだけ生の日本語に

接して、それを努力によって繰りかえし覚えて

いくことが非常に大切なことであると言える。

日本に来て３、４年留学している学習者の中に

は、日本語がまったく話せないが、会話が理解

できる留学生がいる。相手の話を母語に翻訳さ

れると驚くほど正しく翻訳ができた。観察の結

果、彼らは、話し手の言葉をすぐ母語に訳して、

また母語で分かった言葉をまた日本語に訳する

二重の作業を行っているので言葉がなかなか口

から出ないことにより、対話に妨害を及ぼして

いたと考えざるを得ない。

　外国語学習には妨害になるものがもう一つあ

る。それは「恥ずかしい」と思うことである。

間違ったら、恥ずかしいと思いこむ気持ちは対

話に大きな影響を与える。間違ってもかまわず

話してみることは非常に大事である。相手が先

生なり、同級生なり、その人自身の日本語が通

じたことによる「よかった、日本語で話せた

ぞ」という喜びの気持ちが日本語の幕を開ける

と言えるだろう。外国語で話すということは悪

いことではなく、恥をかくことでもない、それ

が現代と肩をそろって歩む証拠である。時代と

共に進歩していることの証であると考えられる。

　外国語学習というのは、教える方ブラス教わ

る方が一体になった同時学習が成り立つと考え

られる。外国語学習とは意識して学習すること

である、意識して学習しない場合は１０年２０年経

っても日本語で話すことすらできないだろう。

　教師が一生懸命に工夫して、教えていても、

学習者自身が自覚して予習、復習しなければ学

習には良い結果が得られないだろう。

　今回のモンゴルにおける大学生向け日本語意

識調査によれば、「毎日家でどのぐらい勉強し

ますか」に対して、２時間勉強すると答えた学

習者は３５％を占めている。

　「ローマは一日に成らず」ということわざの

通り、毎日勉強しなければならない。毎日の学

習を積み重ねることは大事である。また毎日同

じ時間帯に同じ場所に座って勉強することは有

効な学習法であると言われているが、生涯学習

の視点では、学習の場においては、どこでも、

いつでも、だれでも学べるということである。

とりあえず、自分の苦手である読解なり漢字学

習なりに挑戦して行けば、また時間をかけて学

習をこなし、学習維持をすれば驚くほど良い結

果に出ると考えられる。誰でも自信を持って、

実際に、自分のペースで一つ一つやりこなすこ

とは一番重要なポイントであると考えられる。 
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図６　家での一日あたり日本語学習時間（％）
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（２）教師との関わり

　教師たちの日本語に対する熱意は、常に日本

語学習者に伝わってきて、学生は日本語を教え

てくれる先生のことを心の底から尊敬し、次第

に日本語も好きになってくる。

　そして、初めて日本語の面白いさ、素晴らし

いさが分かるようになる。友人に日本語の面白

さや先生のことを自慢にすることにより、日本

語教育の宣伝にもなる可能性があると考えられ

る。そして高校時代の同級生や周りの友人、親

戚まで日本語を勉強し始めると思われる。モン

ゴルでの日本語教師たちの多大な努力と工夫に

より、今日１万人を超える日本語学習者が生ま

れているという点も見落としてはならない。

　モンゴルで日本語を学習している大学生対象

に行った「モンゴルにおける日本語意識調査」

の回答者２７７名のうち「あなたは日本語を学習

してよかったと思ったことがありますか、それ

はどんなときですか」という質問に対して、

３１％の学習者が「素晴らしい先生と出会ったか

ら、日本語を勉強して良かったと思います」と

回答した。

　この回答から分かるように、素晴らしい先生

との出会いから、日本語の面白さが分かるよう

になったと言えるだろう。

　つまり、教師は学習者の親であり、友人であ

り、頼りであり欠かすことの出来ない大切な存

在である。また親切で、寛容力のある先生の前

ならば、いくら間違っていてもどんどんしゃべ

ってしまうという学習者が多い。学習者に勇気

を与え、そして学習者の話を素直に聞き入れて

あげる教師が大勢いるからモンゴルの学習者が

「日本語を学習してよかったと」思えざるを得

ないだろう。教師のあり方及び役割は非常に重

要であり、その役割は、学習者動機づけを高め

られると考えられる。

　教師が学習者を励ますことの重要さは、日本

の大学においても見られる。第一筆者が２００７年

度から共同研究の一環として参加し、観察と関

与を行ってきた第二筆者のゼミでは、半年間か

けて構想を練り、小学生と大学生に対する実験

的な調査を試みた。その準備段階のゼミでは、

毎週学生は調べてきたものを発表する。全員で

発表を検討、討論し意見交換する。その授業お

よび研究に対する学習者の熱意、発表意見や考

え方を引き出すのは、教師の学習指導に対する

熱意と学生は優先と考える責任感であったと感

じられた。改めて教員の役割、存在の大切さ、

学習者への動機づけは非常に重要であることが

実感された。同時に、日本とモンゴルの教育は

同じ点もあれば違う点も多いということが分か

った。

３．学習意欲に必要な心理学的援助について

　人間は何か物事に集中すると眠っていた能力

と才能が目を覚ます。学習や行動も積極的にな

ってくるに違いないだろう。ただし、それは期

限付きである。燃えている熱意がいろいろ事情

によりどこかで冷めるからである。それでも人

間の発想は無限である。無限な発想及びパワー

のある発言を有効に使いこなすコツを学習者に

伝えることがこれからの学習動機づけにも関連

があると考えられる。

（１）褒めることの大切さ

　モンゴル人は昔から赤ちゃんは神様の恩恵だ

と考えてきた。世の中に多くの家族があるのに、

我が家を選んでくれてありがたいとありがたく

思う人が一般的である。

　それと同様に、世界中にたくさんの言語があ

るのに、日本語を選んでくれて、しかも好きに

なってくれた学習者への感謝の気持ちを常に忘

れず、「お母さん」として、先生として、そし

て優しい日本語で「よくできましたね」「よく

がんばったね」と褒めた一言で、学習者の胸が

熱くなり、「もっと頑張ろう」と決意するよう

になる。学習者は先生に褒められるのが、みん

な大好きである。

　人間は褒められるためにこの世の中に生まれ
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てきたといってよい。褒めることは相手を評価

していることである。学習者のほんの少しの進

歩、ほんの少しの努力を先生として心の底から

褒めてあげることは学習良薬だと考えられる。

また学習者の成績は教師自身を評価していると

いうことでもある。

（２）学習者との接し方における学習動機づけ

　筆者が教師として関わった事例を報告する。

　モンゴルで日本語教師として、いろいろな経

験をしてきた。

　大学入学の新学期は、日本では４月だがモン

ゴルでは９月である。９月１日は新しい新入生

と会う日、つまり初めて日本語の導入というこ

とで、また最初の授業は今後の日本語学習と大

いに関係あるため、大変に緊張する。

　クラス２７名のうち、一人の男子学生は本当に

少しも勉強しない学生であった。

　分からないことを全て最初から教えた。授業

の進度はやや遅いほうだったが、まじめにやっ

てくれた。

　聴解の授業で、一問一問で問い合わせていく、

少なくても２、３回繰り返して聞かせる。聞き

取れた学生のメモを回って見ているとき、彼は

最初の２問を聞き取れていた。それ以後、全ク

ラス２７名中、彼はよく聞き取れ、クラスのトッ

プになっていた。そのきっかけで他の科目の成

績も少しずつ上ってきて、それ以後大学４年間

ずっとまじめに学習に取り込んで優勝な成績で

大学を卒業し、また日本の大学を受験して留学

した。

　また、もう一人は、クラスでよくできていた

学生がいた。彼はいつも一番前に座って熱心に

学習するほうだったが、急に日本語の授業がで

きなくなって、試験にまで落ちてきた。いつの

間にか彼は後ろに座って勉強していたので、不

思議に思ったことがあった。

　学習者一人一人座っている場所があり、それ

が変わったときは、学習する心理状態に何か起

きていると考えられる。居場所の確認の重要さ

も分かった。

　また、よくできる学生にたくさん質問しない

ように、あまりできない学生には時間をかけて

回答を聴くことは非常に重要で、それを心がけ

てバランスをとることが授業者に求められてい

る。

　教えることの意味および学習することの意味

を考えると、一人の学習者が実際の生活の中や

仕事の場で自分が使う言葉、自分が聞く言葉に

ついて力をつける必要がある。自分が言う一言

が相手に伝わるかどうか、そこに問題がある。

教師の一言が学習者に希望を与え、自分のこと

を心から心配し、必死に考えてくれる先生には

数多くの学習者が救われ、明るく人生の道を歩

んでいく勇気を十分受け取れた学習者は将来、

自分自身も先生と同じように他人に希望、勇気、

パワーを与える広大無辺な人間になりたがると

いうことがうかがえる。教育とは、知識を与え

ること以外、人間のあり方を教えることでもあ

ると考えられる。 
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図７　１か月に何回テストがあるのがよいか（％）
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（３）評価方法および評価基準

　教えたことが学習者に伝わったかどうか評価

をするためには、確認のためのテストをする必

要がある。モンゴルにおける日本語意識調査で

の「あなたは試験が好きですか」という質問に

「はい」と答えた学習者は６６％を占めている。

　また、「一ヶ月にどのぐらいテストをとれば

いいと思いますか」という質問に対して２回と

答えた学習者は３３％、３回と答えた学習者は

１９％、４回と答えた学習者は３５％を占めている。

　４回と回答した学習者の半数は大学１年生の

学生である。日本の学生と比べてモンゴルの学

生は試験が好きなのであろう。１週間に１回小

テストを行うことにより、学習者には刺激を与

え、より学習目標が見えてくるのではないかと

考えられる。

４．結論および今後の展望

　日本語の学習を重ねると、日本語に対する印

象も変わってくる。表４は最も近い印象を一つ

回答してもらった結果であるが、入学時の「美

しい」という憧れのような印象から、学年が進

むについてて「親しみがある」という身近な印

象へと移っていくのは、興味深い。また少数で

あるが、「固い」から「柔らかい」への移行も

みられる。日本語自体への印象は、学習の進行

につれて好ましさを維持向上させているようで

あり、これに対応して、学習動機づけを高める

可能性は広がっている。

　学習者に日本語学習動機づけは非常に大切で

欠かせことができないと考えられる。日本語学

習を始める時の動機づけは様々なものがあるが、

授業における心理的学習援助及び理解援助から、

日本語学習はより効果的な目標にたどりつくの

ではないかと考えられる。

　日本語学習動機づけは、単に学習自体に限ら

れた動機づけではなく、現在の充実感、将来へ

の期待や人格形成などにわたって幅広い面で学

習者の抱えている問題と連動するものであり、

学習者の自己実現の問題として考えられるべき

ものであろう。

　日本語は世界にない素晴らしい音楽で、とて

も綺麗な言語である。綺麗という言葉遣いは不

自然な表現かもしれないが、「綺麗な日本語」

と言わずにはいられない。言葉では、表現でき

ないエネルギの吸収している言語だと考えてい

る。このような綺麗な言語をモンゴルそして世

界中の若者に教えることにより、これから多く

日本語に魅力を感じる学習者が数多く生まれて

くるに違いないだろう。モンゴル及び世界中の

日本語教育界に役に立つ後継、日本語に忠誠な

後継を養成していくことに注目し研究を発展さ

せる必要がある。今後の日本語教育をさらに先

に進めるために何をしていくべきか、まずは、

教師は学習者の現状と問題点を把握し、その解

決策として課題への具体的な方策を考えていく

べきだと考えられる。大学に入学し日本語を専

攻として学習するモンゴル人学習者が年々増え、

それに伴い、学習者をどう支援するかの問題も

新たに生じてきている。モンゴルでの日本語教

育には、これまで日本語学習に関する教授心理

学および学習心理学があまり生かされていない。

日本語学習には、教授法だけではなくて、不十
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（％）　

柔らかい固い豊か簡単難しい親しみがある美しい

３９８３２６８４３１年生

６３２３３１８９３８２年生

８２１６５２１１７３１３年生

１１０１９４３０１８１８４年生

表４　日本語に対する印象（択一回答）



分な学習者あるいは授業に追いつかない学習者

には、心理学的支援も必要である。

　外国語学習には、心理学的援助が非常に大切

である。外国語学習支援は単なる教授法の問題

ではなく、学習者一人一人の学習情報及び問題

点を把握し、それに沿った学習動機づけをつけ

ることは、これからの日本語教育界の大きな展

開であると思われる。

　その心理学的援助には、学習動機づけの向上

をはじめとする学習者の抱えているさまざまな

問題への対応があると考えられる。学習者が日

本語学習とそのための授業において学習動機づ

けを高めることは、日本語学習および日本語に

対する意欲の向上にむすびつく。

　また、学習者一人一人の「不安」は何なのか、

学習者心境や考え方に注意をはらい、不安を聞

くことにより、学習者と教師の間の強い絆も生

まれると思われる。授業に遅れている学習者、

難しさのため学習が嫌いになる学習者、人間関

係の問題のために学習していた外国語をあきら

めようとしている学習者、いろいろの事情でそ

の言語、その学習をあきらめる傾向が予想され

る。

　学習段階では何が一番重要だろうか。学習最

初の段階は非常に大切であると考えられている

ことは、やはり外国語学習には「いけそう・面

白い・まあ大丈夫」と学習者に思考させる能力

を与えること、これに沿って授業及び教え方を

変えて行く必要があると考えられる。

　教師は常に、日本語、あるいは日本の文化に

対して上記の言葉を繰り返して日常使用するこ

とにより、学習者は親しみの感じを受け取る。

好き嫌いはともかくとして、まず自分の選んだ

外国語だから、その国、文化、人々に対して優

しいことばで話されると癒される。学習動機づ

けには、教師の役割が非常に重要であると考え

られる。教師自身が日本語教育、日本の文化あ

るいは日本に対する熱意があること自体が、日

本語学習への直接的な動機になると考えられる。

動機づけは、学習過程において何度も繰り返さ

れる。これを教師がなすことで、高い学習効果

が得られると考えられる。学習動機づけは、学

習者をどのように授業に積極的にさせるか、学

習者をどのように日本語に興味を持たせるか、

授業中会話それ自体をどれぐらい増やすべきか、

学習者全員にどのように気を配るかなどさまざ

まの場面でその向上の機会があるものであり、

これらを実際の授業に応用し実践していく工夫

をすることにより、よりよい面白い授業ができ、

また面白い授業それ自体がさらに学習動機づけ

の強化因になると考えられる。

　つまり、上述したように、学習者の不安や問

題点の源の探究及び関係者の適切な対応を行う

ことにより、学習動機づけを高めることのでき

る学習環境を作成する必要がある。なるべく、

問題を抱えている学習者と丁寧に接して、学習

上の不満や問題点に耳を傾けてあげることは学

習者が求めているはずである。

　特にモンゴルでは「先生を尊敬できない人間

は一人前にはなれない」という教えがある。モ

ンゴルでは、学習者だけではなく、一般人でも

教師の職業を尊敬する民族である。

　学習者にとって、教師および先輩の一言は無

限な力をもっており、教師からの褒め言葉によ

り学習者の自信が高められ、日本語で全然話せ

なかった学習者が堂々と話せるようになり、嫌

いなことが好きになれる。教師がパワーを付与

するかのごとくである。
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Present Aspects and Problems for Japanese Language Learners 

in Mongolia

Danzannyam BURENCHIMEG and Hisashi BABA

Keywords：Japanese language education, Mongolia, cognition about learning

　

　　In Mongolia, Japanese language learners are increasing in number, in recent years. The 

purpose of the present study was to clarify the different cognition about learning Japanese from 

the past learners.

　　A questionnaire survey was completed by 277 university students in Mongolia. The results 

showed that many students have positive cognition about learning Japanese, but also they feel 

somewhat difficulty with learning.  And they feel inconvenience due to the  lack of good textbooks. 

These results suggest that it is important to develope good textbooks and to make praising and 

encouraging approach by teachers.


